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日経 相続・事業承継フェア 2017
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中小企業オーナーのための事業承継・M&A戦略
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M&Aの最近の動向
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いまどきの経営者でM&Aを考えていない人はいない

M&Aの巧拙で中小企業も成長格差が生じている

 国内⇒業界再編のラストチャンス

異業種の業務・資本提携の急増

同業より異業種のほうが成約率高い



新しい相乗効果の考え方：異業種提携（コラボ）
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・ＮＴＴドコモ（通信・携帯）＋ＡＢＣクッキング（料理教室）

・ブックオフ（中古本・DVD）＋白洋舎（ランドリーサービス）

・QVC（テレビ通販）＋夢展望（ネット通販）

（テレビ東京：ワールドサテライトの番組から情報入手）



M&Aの具体的活用方法：買い手
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 人手不足を解消するために買収

例）システム・ゲーム開発会社、技術者派遣会社

 本業不振を補うために異業種を買収

例）介護福祉、生活関連、IT企業などの買収

 規模拡大のために同業者で持株会社設立

例）２～３社で持株会社を設立し、共同仕入れを開始

 販売力向上のために川下企業を買収

例）ネット通販、小売業買収

 原材料、物流網確保のために川上企業を買収

例）素材メーカー、物流会社の買収（特に海外）



Ｍ＆Ａのタイミング：売り手
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経営財務状況と再⽣⼿法

健全企業 再⽣企業
   事業価値

時間

初期⇒ ⾃主再⽣、業種転換、業務・資本提携、経営権譲渡型M&A
中期⇒ 経営権譲渡型M&A、事業再⽣M&A（事業譲渡、会社分割、増資）
末期⇒ ⾃主廃業、破産、事業再⽣M&A（事業譲渡、会社分割、増資）

ス
テ
ー
ジ



中小企業の事業承継問題：状況と原因
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（状況）：
①社長の平均年齢：60歳前後
②後継者難：約2/3
③廃業率5%⇒20万社
④後継者不在による廃業は7万社/年
⑤金融円滑化適用事業者数：約40万社
⑥親族内に後継者がいても、外部から実力のある経営

者を招聘

（原因）：
①M&A案件：大規模＆都市部に集中
②地方でのM&Aの認知不足
③中小・零細企業案件のM&Aアドバイザー不足



事業承継別メリットとデメリット
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後継者 メリット デメリット 備考

・社内や取引先の信頼維持 ・経営者の経営能力と意欲

・オーナー一族として一番喜ばしい ・引き継ぎのタイミングが難しい

・社内や取引先の理解が得やすい ・資金調達

・経営・事業に精通している ・個人保証

・事業の再成長のチャンス ・満足な条件

・創業者利潤 ・従業員、取引先の理解

親族内

役員・従業員

第三者

90%（20年前）⇒60%（最近）

実務的にレアケース

タイミングが重要



オーナー経営者がM&Aについて聞きたい事項
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売れるのか？

いくらで？

買い手のイメージ（同業・異業種、ファンドなど）

その他（期間、手続き、経営陣・従業員の待遇、

知らせるタイミングなど）

どこに相談すれ
ばいいのか？



親族内承継と親族外承継の相違
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親族内（相続） 親族外（M&A）

株価評価
①類似業種
②純資産
③配当還元

①類似会社
②純資産＋のれん代
③ＤＣＦ

株式保有方法 分散（相続対策） 集中（売却目的）

事業承継



事業承継計画

11大阪産創館ＨＰより https://www.sansokan.jp/sob/keieisya/format/



事業承継のポイント
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経営（社長）と所有（株式）をセットで交代

個人保証の承継、不動産（自宅）担保の解消

役員、幹部への譲渡は、買取資金と個人保
証問題で実現可能性は厳しい

早めに専門家に相談



いい条件（譲渡代金）で譲渡するためのポイント
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経営課題の把握

事業計画⇒事業評価

いいアドバイザー



売り手が知っておきたいM&Aの心構え

14

情報の段階的な開示（ただし、隠し事はしない）

買いたいと思わせる様な魅力的な事業にしておくこと

タイミングを逃さないこと

交渉期間中も経営に集中

M&Aアドバイザーに全てを包み隠さずに伝えること



買い手が知っておきたいM&Aに向けた心構え
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 Ｍ＆Ａ戦略の目的を明確化（相乗効果）

 売り手に対して配慮：誠実、謙虚な姿勢

 リスク回避（簿外債務、従業員の退職等）

→簿外負債よりも怖いのは信頼関係の崩壊！！！

 Ｍ＆Ａ後の問題についても十分検討しておくべき

 「買わない勇気」も持つこと→M&Aは劇薬！
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会社紹介



かえでファイナンシャルアドバイザリーの紹介
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■ サービスライン

■国内M&A仲介・アドバイザリー：M&A戦略の立案から契約締結までM&A全般にわたる質の高いア
ドバイザリーサービスを提供します。また、M&A終了後の経営課題についてもその解決策を提供しま
す。
■クロスボーダー（海外）M&Aアドバイザリー：日本企業の海外での企業買収、資本業務提携、JV組
成を支援します。また、外国企業による日本企業の買収、資本業務提携、JV組成を支援します。
■事業再生M&Aアドバイザリー：いかに優良なスポンサーを見つけるかが、その後の再生を成功に
導くためにも重要な鍵になります。弊社の広範なネットワークでスポンサー探しのお手伝いをします。

■ 弊社アドバイザリーサービスの特徴

■専門家集団によるアドバイス：公認会計士、税理士、司法書士など会計、税務、法律、経営の専門
家による豊富な成約実績をもとに、単なるM&Aのマッチングだけではなく、状況に応じた的確なアドバ
イスを提供できます。
■幅広いネットワーク、買い手候補データベース（ＤＢ）を構築していること：数千社の買い手候補が
登録されているため、スピーディーな紹介が可能。

完全成功報酬制：クロージング（決済）するまで着手金、中間手数料など一切手数料をいただきま
せんので中小企業にリーズナブルな報酬体系でサービス提供させていただいております。



かえでファイナンシャルアドバイザリーの紹介
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2017年1月～6月：Ｍ＆Ａランキング第5位！



参考書籍：拙著紹介
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本書の特徴： （中央経済社、税込3,360円）

①M&Aをアドバイスする専門家の立場から実践的テク
ニックを解説する本格的な実務書

②成功する開業方法から、マーケティング、営業、M&A
コンサルティングの実務手順まで、具体的なノウハウが
満載

③DMサンプル、契約書のサンプルなど39書式を収録

＊アンケートにご回答いただいた方から抽選で

5名様に無料で差し上げます（ご住所に郵送）
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完全成功報酬制でM&A・事業承継をサポート

かえでファイナンシャルアドバイザリー株式会社
佐武 伸

東京都千代田区永田町2-13-10 プルデンシャルタワー4階
ＴＥＬ：03-6205-7994 E-mail：satakes@kaedegroup.com

http://www.kaedefa.com

有難うございました


